
��問  題 晴れの日の１日の気温は，どのように変化するだろうか。

1日の気温の変化1 
　春になり，晴れた日の朝は少し寒くても，
昼ごろにはあたたかく感じるようになって
きました。

問題を
みつけよう

予　想

問題をみつける ＞＞ わかったこと結 果観 察予 想 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞考 察

日ごろ感じたことをもとに，1 日の気温の変化について，
予想する。

朝と昼では，どのくらい
気温がちがうのかな。

1 日の気温は，時こく
によって，どのくらい
ちがうのかな。

朝は少し寒い。
きっと昼になるに
つれてしだいに…。

夕方も少し寒く
なる。気温は
何時ごろが…。

結果を
予想する

話し合い
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図1-1　問題解決の段階を示す表示
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図1-2　問題を見つける
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　問題解決を軸とした指導と評価及び資質・能力の育成の視点について
主に分析をする。その過程で主体的・対話的で深い学びを実現する活動
が保障されているのかも明らかにする。また，プログラミング，自然災
害の理解を図る活動の充実についても併せて分析する。

●「問題をみつける」から「予想」へ
　4年晴れの日の1日の気
温変化を調べる学習を例にす
る。ページ下には，今どのよ
うな活動をしているのかが
常時示されている (図１-1)。
また，図に示される問題解決
の個々の活動は始め個人で，
そして集団での学習となり，
両者は対になって進められ
る。主体的・対話的な学びを意識した学習が計画されている。
　問題の見いだしから予想へ移る活動では，「天気と気温の変化に着目し
て（見方），それらを関係付けて（考え方），晴れの日の1日の気温変化
を調べる」という，理科の見方・考え方を働かせる活動が計画される。
この働きかけは，結果の処理や考察においても，引き続き意識化されて
いく（図1-2）。
　「関係付けて（考え方）調べる」という活動は4年固有であり，他単元
においても同じように計画される。目的意識をもって問題解決する活動
の展開である。関係付けて調べる活動は，図1-1に示すように予想する
活動を明確化する。予想は根拠をあげて考える（晴れの日の朝と昼の気
温の関係付ける）ことであ
ることが示される。予想を
このようにするのは 4年
が初めてであり，この学年
で育成すべき資質・能力の
一つである思考力・判断力・
表現力等として位置付けら
れる。他単元，上の学年に
おける活動としても引き継
がれる。
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図2　第4学年で育成する思考力・判断力・表現力等の表示

図3　観察，実験の結果のまとめ方と考察

図4　色々なグラフの書き方

図5　問題と正対した結論の書き方

図6　学びに向かう力，人間性等の評価

図7　プログラミング体験

図8　持続可能な社会の構築

図3　観察，実験の結果のまとめ方と考察
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●「観察，実験」から「結果」へ
　こうして4年のすべての単元で，理科の見方・考え方を働かせた学習が進められ，その過程で資質・能力が育成
されていく。これは,深い学びとして最も重要な視点である。4年の学習の冒頭でこれらのことが明示される（図2）。
4年すべての単元で，育成されるべきものだからである。他学年でも，当該学年で育成される思考力・判断力・表
現力等はこの形で示される。例えば，次の5年では「予想をもとに調べる計画を立てよう」，というように示され
ている。これにより , 学年間のつながりも明確化される。
   観察，実験では器具の習熟はもちろん，図3,4に示すように，データの処理とそこからの情報抽出の方法も示さ
れる。図3では，始め棒グラフで書くよう指示されるが，図4では折れ線グラフの書き方も示されている。そし
て , 変化の様子を示すには，折れ線グラフでの処理が良いことが説明される。これは，算数の学習成果の利用であり，
カリキュラム・マネジメントの扱いである。
●「 考察」から「わかったこと（結論）」へ
　考察する視点は，観察，実験結果と予想を比べることである（図5）。予想が結果から検証されたか，修正が必要だっ
たかを調べるのである。グラフや表等明確な根拠に基づき，考え方を作るのが考察であることが示される。そして，
図5のように，根拠を示し，問題に正対して結論を書くことが示される。主体的・対話的で深い学びの成果が具体
的に示される。こうした学習に関わろうとする意欲は図6のように常時評価されることも留意すべきである。

●プログラミング体験
　プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付ける活動
は，図7に示すようになされる。この体験を通して，日常生活で
コンピュータが活用されていることや，問題解決には必要な手順が
あることを理解することができる。
●自然災害の理解と持続可能な社会の構築
　6年土地のつくりと変化では，土地のつくりやでき方を多面的に
調べる活動がなされる。この活動に併せて，自然災害との関連につ
いても考える機会が提示される。さらに，6年生物と環境では，人
が環境とよりよく関わるために考察する視点として，図8に示す
持続可能な社会の構築（ESDの視点）についても併せて考える機
会が提示される。
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≪その他に出てくるマークはこのようなことをしめしています≫

6年で特に意識したいこと

年の年の年の年の年の年の年の年の年の

問
もん

題
だい

を
みつけよう

666666666666

計　画

何をどのように調べたらよいか，
考えよう。

計画する

結　果

どの考えがより良い
か考えよう
どの考えがより良い
か考えよう

6 !!!わかった
こと

◆調べるときの考え方

予想と結果を比べ，どの考えが
より良いか考えよう。

学んだことを，次の学びや
生活に生かそう。

これまで学習してきたことをもと
に，自分の考えをまとめよう。

予想する

ものごとを比べて，調べたいな
と思うことを見つけよう。

問題を見つける

どのようなことがわかったか，
ふりかえってまとめよう。

予　想

 考　察

結果から考える

観察や実験をしたり，
資料で調べたりしよう。

調べる4

比べる 関　係
づける

条件を
そろえる

いろいろな
方向から
考える

6

観
か ん

察
さ つ

実
じ っ

験
け ん

結果から考える

生かす

まとめる

科学の芽を科学の芽を科学の芽を科学の芽を科学の芽を科学の芽を
育てよう育てよう育てよう育てよう育てよう育てよう

結果を
予想する

� ��学び方は，212ページからの「考えよう調べよう」をよく読もう。

見
つ
け
よ
う

調
べ
よ
う

ま
と
め
よ
う

2

3

7

81

資 料

自然を大切にするため
に気をつけること

さらに調べたり，
作ったりすること

整理して考えたり，
プログラム ( 192
ページ ) を作ったりする

安全のために
気をつけること

学びを生かし，
深める活動

学んだことに
つながる資料

観察や実験で記
き

録
ろく

したことを，図
や表，グラフなどに整理しよう。
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6

整理する

問題を
見つける

知識・技能

メインマーク

思考・判断

表現

人間性

文化・歴史

けっかを
予想する

計画を
立てる

整理して
まとめる

図や表
から
考える

けっか
から
考える

くらしに
つなげる

正しく
使う

記ろく
する

知識・技能

マーク

領域 _物質

領域マーク

領域 _エネルギー 領域 _生命 領域 _地球

仕事に生きる
×

先生方へ：�このマークがついた内容は，本学年の指導要領外の内容を扱った
ものです。児童の興味・関心に応じてご利用ください。

保護者の方へ：本教科書は，子どもたちが生活経験や学習の中で抱いた見方や考え方を重視し，
それに基づいて自ら主体的に問題を見出し，見通しを持って自ら解決することができるような構成
にしました。それにより，自然の事物・現象について実感を伴った理解をし，理科の見方・考え方
を働かせて，確かな学力を獲得できるよう配慮しました。

4  �5

●この学習でどのような力をつけたいのか
　教科でつけたい資質・能力の中から，この単元ではどのような場面でどのような力をつけたいのかを明記
しました。
　今回，資質・能力のうち，思考力・判断力・表現力と技能について，巻頭の「科学の芽を育てよう」では
全体の流れと資質・能力，単元冒頭の右下「調べていこう」では各単元で育てたい主な力を３つ挙げていま
す。また，それらの力がどのような場面で主に育てられるかも紙面上に示し，授業で特に力を入れていただ
きたい場面を提案しました。これは，授業をしていただく先生方だけでなく，子どもにも意識して学習して
もらいたいという思いがあります。これらの力については，各学年で特に意識したいことが一年間を通して
厚く扱われるよう，配慮しております。

資質・能力と学びの流れが
よく見える

主体的・対話的で
深い学びが実感できる

整理して考えたり，
(

ページ ) を作ったりする

海辺のがけに見られる地面の下の様子（千葉県 銚
ちょう

子
し

市）

これまで学んだことや，資料
などから，地面の下の様子や
そのでき方について，問題を
見つけます。

大地の様子について学んだこと
をもとに，災害などに備えられ
るよう，話し合います。

これまで学んだことをもとに，
資料を比べたり実験をしたり
して，地層のでき方について
いろいろな見方で考えます。

  ◦ 調べていこう !!

1

2

　ふだん見る機会の少ない地面の
下の様子について，いろいろな
手がかりをもとに，長い
時間をかけてできた大地の
でき方について，考えて
いこう。

しま模
も

様
よう

に見えるわけ

地
ち

層
そう

のでき方

しま模様を
しているね。 どこまで続いて

いるのだろう。
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　雨がふると，校庭などの地面に

しだいに水の流れができます。

　ここでは，雨などの水の流れる

様子や地面へのしみこみ方などに

ついて，これまでにけいけんした

ことや学んだことをもとに予想

し，調べていきます。

雨水の流れる様子について，
これまで学んだことと関

かん

係
けい

づけ
ながら，結

けっ

果
か

を予想し理由を
伝
つた

えます。

身の回りで学んだことがどの
ように生かされているか，
考えたり調べたりします。

水のしみこみ方について，図
で表して伝え合います。

1

2

�　雨のふっているときとふってい
ないときや，水のしみこみ
やすいところとしみこみにくいと
ころなどをくらべて，雨水と地面
の様子について調べていこう。

やすいところとしみこみにくいと
ころなどをくらべて，雨水と地面

  ◦ 調べていこう !!

雨がふって，
地面に水の
流れができているね。

流れが集まって
いるところが
あるね。

　ここでは，雨などの水の流れる

様子や地面へのしみこみ方などに

ついて，これまでにけいけんした

ことや学んだことをもとに予想

し，調べていきます。

　急な天気の変
へん

化
か

やかみなり
　などに注意します。

考えたり調べたりします。

雨水の流れ

土のつぶと水の
しみこみ方

結果を
予想する

1
季節と
生き物の
様子

2
1日の
気温と天気

4
電気の
はたらき

5
雨水の
流れ

●暑い季節

●夏の星

6
月と星

●すずしく
　なると

●あたたか
　くなって

7
自然の中の
水

8
水の3つの
すがた

9
ものの体積
と温度

●冬の星

●寒さの中
　中でも

�
ものの
温まり方

�
人の体の
つくりと
運動

3
空気と水

雨水の流れ
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22問  題 水は，高いところから低いところに流れているのだろうか。

　校庭などにふった雨水は流れをつくり，集まると水たまりに
なります。

問題を
みつけよう

問題をみつける ＞＞ わかったこと結 果観 察予 想 ＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞考 察

どのような場所に水は流れていくか，話し合う。

話し合い

雨がふると，
いつも同じ場所に
水たまりが…。

水たまりができる
場所って，どういう
共
きょう

通
つう

点があるのかな。

きっと，
他とくらべて
低
ひく

い場所に…。

これまでにけいけんしたことや身の回りのことを例
れい

に
あげながら，水の流れについて予想する。

予　想

すべり台のように，
高いところから
低いところへ…。

流しそうめんも
かたむいているから…。

雨水の流れ1

結果を
予想する

58  

5

⬇ 6年「大地のつくりと変化」
 p.117　単元冒頭「調べて

いこう」

⬇4年「雨水の流れ」p.56-58 

特色❷

特色❶

●活動や話し合いを通して見つける問題
　問題解決の過程で，子どもが主体的に学
習に取り組むことができるよう，身近な内
容や活動などの中から「問題を見つけよう」
へ繋げることができるような構成にしまし
た。そして，学んだことを身の回りの事象
と繋げることで，より深く学ぶことができ
ます。

⬅6年「科学の芽を育てよう」
　 p.4-5　導入部分

小学校理科
みんなと学ぶ
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●つけたい資質・能力を整理し，単元ごとに示しました。
● 主体的な学びを意識し，問題をつかめるような導入，活動を設けました。
●確かな学びに繋げる，振り返りを意識した教科書構成にしました。

●意識した学びと振り返り
　特色①で紹介した「調べていこう」の内容は，単元
が終わった後の振り返りの場面でも生かしていただ
けます。単元末の「できるようになった」では，冒
頭で挙げた３つの資質・能力と関連づけた振り返り
が行われており，子どもの姿として記されています。
評価の観点としてもご利用いただくことが可能です。

●問いと整合させたまとめ
　前回の改定でも重視していた問いと答えの整合性に関し
て，更に文言を精選しました。更に，学力・学習状況調査な
どで求められている，観察，実験の中から得られたことを考
察する力を育てられるよう，観察，実験から導き出した「わ
かったこと」と，補足の知識（鉛筆マーク）とで内容を分け
ました。

●技能の定着

　技能の確かな定
着を目指し，「考
えよう調べよう」
では学び方だけで
なく，実験器具の
使い方をまとめて
います。発達支援
センターの先生の
ご協力をいただい
て，どの子にもわ
かりやすい，ス
モールステップの
構成になっていま
す。

●プログラミング

　6年「電気の利用」では，学
校の設備に関わらず，子どもが
プログラミング体験を行うこと
ができるよう，QRコードから
繋いで，プログラミングソフト
を無料で使うことができます。

⬆3年「ゴムのはたらき」　p.123

➡６年「人と環境」p.73,75
問いとまとめ，鉛筆マーク

⬇6年「電気と私たちの生活」　
　 p.193-194

確かな学びと
振り返りが可能

現代の課題に答える

生物と空気との関わり3 
　動物は空気が無いと，生きてはいけません。
　動物や植物は，空気とどのように関わっているのでしょうか。

問題を
みつけよう

これまでの学習をもとに，生物と空気との関係について話し合う。

話し合い

問題をみつける わかったこと結 果実 験＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞考 察

発芽には，空気が
必要だった。

動物は，酸素を吸って
二酸化炭素を出して
いるね。

ものが燃えるとき，
酸素を使って
二酸化炭素を
出しているね。

使ってばかりだと，
空気中の酸素は
なくなってしまわ
ないのかな ...。

酸　素

二酸化炭素

酸　素

二酸化炭素

植物は，日光を
浴びて，養分を
作っていたね。 植物が酸素を

作りだして
いるのかな ...。酸　素?

�����問  題 植物は，酸素を作り出しているのだろうか。

 73

5

                              
5

10

15

　　 　植物の呼吸資 料

!!わかった
こと

�植物は，空気中の二酸化炭素を取り入れ，酸素を出している。

○実験から，植物は何を取り入れ，何を出しているといえるだろうか。

考　察

　植物も，動物と同じように絶えず呼吸によっ
て酸素を取り入れ，二酸化炭素を出しています。
　しかし日光が当たっているときは，呼吸で使
う酸素の量よりも，はるかに多くの酸素をつく
り出しています。

二酸化炭素

酸　素 酸　素

二酸化炭素

空　　気

��昼間，日光の当たった植物は，空気中の二酸化炭素を取り入れて酸素
を出している。　
��動物と植物は，空気を通してたがいに関わり合って生きている。

○友達と協力して，器具を正しく使い，調べることができたかな。
○�実験や考察をしていて，もっと調べたいことや気になったことは，何かな。

酸　素

二酸化炭素

酸　素

二酸化炭素

酸　素

二酸化炭素

問題をみつける わかったこと結 果実 験＞＞ ＞＞ ＞＞ ＞＞考 察  75
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⬆3年「ゴムのはたらき」　p.123

車を走らせたり，ゴムを
のばしたりしたことを
もとに，予想すること
ができたよ。

ふりかえる

調べたけっかをもと
に，ゴムののびと車の
走るきょりを予想して
ぴったりとめること
ができたよ。

車を走らせたり，ゴムを車を走らせたり，ゴムを車を走らせたり，ゴムを
のばしたりしたことをのばしたりしたことを
もとに，予想すること

に，ゴムののびと車の
走るきょりを予想して走るきょりを予想して走るきょりを予想して

わゴムののびと車の走ったきょり
●ゴムののび10cm

０ １ ２ ３ ４
（m）

５ ６ ７

１回目

２回目

３回目

8 9

●ゴムののび15cm
０ １ ２ ３ ４

（m）
５ ６ ７

１回目

２回目

３回目

8 9

○�友だちときょう力して，調べることができたかな。
○実けんをしていて，もっと調べたいことや心にのこったことは何かな。

グラフだと，
けっかのちがいが
わかりやすいね。
何回か調べると
もっとよくわかるよ。

（m）
６ ７ 8 9

（m）
６ ７ 8 9

わかりやすいね。
何回か調べると

カップ

わゴム

電池

わゴムがねじれる

引くと

前に進む

　ゴムを使
つか

ったおもちゃの車を走らせて
みましょう。右の図のように車についた
電池を，ころがすようにカップを手前に
引くと中のゴムがねじれ，手をはなすと
コトコトと前に進みます。車の動く理由
を「ゴムが元にもどろうとする力」とい
う言
こと

葉
ば

を使って，せつめいしましょう。
カップを手前に引くと，
中のゴムがねじれて，
手をはなすと車が進むね。

手前に引く

�123
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特色❸

パンフレットに
は他にも詳しく
書かれているよ。

●内容の精選

　学び方が変わったことによ
り，従来の学習の展開や扱い
を精選し，安心して学習して
いただけるよう配慮しました。
3年「ゴムのはたらき」では、
実験で取り上げる条件を，ゴ
ムの長さに絞り，活用課題で
スムーズに移行できる展開に
なっております。
　他にも，実験方法や展開な
ど，学習しやすいように改善
しています。

⬆5年「考えよう調べよう」
p.187

02606

●プログラムを作るページ
　実際にプログラムを作る
　こともできます。

話し合い

問  題
LEDを点めつさせるには，どのようなプログラムが
必要だろうか。

　　は「光らせる」指示，
　　は「消す」指示かな？

�

�

　　 　プログラムの指示資 料

●まず，LEDを１回点めつさせる
　プログラムについて考えましょう。

話し合い 話し合い 話し合い問題をみつける ＞＞ 活  動 活  動＞＞ ＞＞＞＞ ＞＞

　LED の点めつは，プログラムによって制ぎょされています。
例えば，　　　 のようにすると，LED は光った直後に消えてしま
い，点めつを確認できません。そのようなときは，　　  の後に，
前の指示をしばらく続けさせる　　 が必要です。　　　　   と
指示することで，２秒間だけ光ってから消えるようになります。

� �

� � � �

�

「光らせる」
　　↓

「 前の指示を２秒間
続けさせる」

　　↓
「消す」だね。

　　は「消す」指示です。

　　は「前の指示を２秒間続けさせる」指示です。

　　　　　　と指示することで，２秒間だけ光って

から消えます。

�

�

� � �

　　   はストップ

ウォッチに見える

から…。

�

上の　　 は，「光らせる」指示です。

 　  　，　 　 は，どんなことを

指示していますか。

�

��

LEDを１回点めつさせよう！

基本プログラムステージ２

�

図形（指示ブロック）を組み合わせてプログラム
を作り，画面上で LED を光らせる回路を再現した
ソフト（例）

コンピュータ

�

電源

LED

指示ブロック 指示ブロックを
置くところ

時間
０　　  　    ２（秒）　

●プログラム（例）

● LED の光り方

� � �

　　をおすと，下の　   の順にプログラムが実行され，
LED が１回点めつする。

�

実行ボタン

 193
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その他




